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序言

本研究は、文献研究に基づいて仮説を立てて、上場企業500社に質問表を送り、１０４社か

ら回答を得て、統計分析により検証したものである。

研究成果の概要

今日の標準原価による原価管理は、ＦＡ・ＣＩＭおよび製品の多様化・短寿命化などの製

造環境の変化に伴って、その役割が低下していると指摘されている。その指摘は次のよう

に仮説としてまとめられる。

仮説ｌ：自動化が進むにつれて、標準原価による能率管理の役割は低下している。

仮説２：多品種少量生産により、原価標準の能率設定は困難である。

仮説３：製品ライフ・サイクルの短縮化により、原価標準の能率設定は困難である。

しかし、一方では、行き過ぎた自動化に対する反省とともに、現場の従業員のモチベー

ションを重視する人間本位の生産環境への移行も多く見られている。さらに、日本企業に

おける今日の標準原価管理は、従来の標準原価管理とは違い、標準原価管理が原価維持と

原価改善に分けられ使われている。したがって、今日の標準原価管理は原価改善の側面を

考慮して分析される必要がある。

本研究では、タイトネス管理を中心に、企業実務で使われている標準の水準とその用語

の関係を検証し、企業実務での標準のとらえ方を確認するとともに、製造環境の変化によ

る標準原価の役割の低下論を検証している。検証の結果、製造環境変化による標準原価の

役割低下論において、自動化による標準原価の役割低下論はある程度は認められたが、そ

の他の役割低下論は支持されなかった。一方、標準原価と予算原価の関係では、材料消費

量および操業度においては、有意な差は得られなかったが、作業時間に関しては有意な差

が得られた。

この研究の成果は以下のような機関で発表及び掲載された。
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